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お知らせ

ヘ リウム液化装置更新期間中の

吹田分室業務にっいて

低温 センター

前号でもご案内致しましたように、本年度吹田分室のヘ リウム液化装置の更新が行われます。現在、

関係者間で工事の詳細を詰めている段階ですが、およその装置更新の日程は下表に示すとおりとなりま

す。約6ケ 月にわたる工事期間中、吹田分室利用者並びに周辺各学科の皆さまには大変ご迷惑をお掛け

することになりますが、ご理解の上、ご協力をよろしくお願いします。

表 液体ヘリウム液化装置更新の日程(予 定)

平成7年10月 下 旬～ 既存機器撤去

現有の液化装置、圧縮機、各種配管類の撤去を行います。原

則 として、大型ヘ リウム液化装置内の全ての物品は撤去 もしく

は移動 します。関連 して吹田分室内にある不要物品の廃棄処分

を順次行います。

11月 上旬～ 建屋改修工事

大型ヘ リウム液化室および圧縮機室の改修 、出入 口の拡張、

装置用基礎の設置などを行います。本工事期間中は大型ヘリウ

ム液化室 ・圧縮機室への立入 りが一切できません。

平成8年2月 上旬～ 機器の搬入 ・据付

新設す る液化装置、圧縮機、液体窒素タソク等の搬入 ・据付、

各種配管の設置などを行います。

3月 下 旬 機器の引渡 し

■吹田分室の業務

本更新工事によ り吹 田分室において変更を予定 している業務は以下の通 りです。

・ 液体ヘ リウム小 口供給

既設設備撤去時か ら新液化装置稼働開始時 まで休止 し、大 口供給に全て振 り替 えます。

・ 液体ヘ リウム大 口供給

現有設備が稼働可能な間は従来通 り供給を行います。現有設備 が使用で きな くなった時点で、液

体ヘ リウムは業者か ら購入 し、低温セ ソタ「を経 由 して供給 を行 います。なお、回収系統 も使用で

きなくなりますので、ヘ リウム回収 も中止 します。

・ 液体窒素供給

現状の通 り供給 します。ただ し、新 システムに移行後 は屋外に設置される液体窒素 タソクから供

給 を行 います。

■吹田分室の出入 口の変更

工事の開始時から吹田分室の玄関と大型ヘ リウム液化機室 が使用で きな くなります。 このため吹田分
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室への出入口を変更致 します。

・ ヘ リウム供給

吹田分室西側(液 体窒素供給場所 の隣〉に スロープを設置 しますので、 ここを通 して コソテナの

引き渡 し、受け取 りを行 います。

・ 液体窒素

従来通 りの場所で供給 します。

・ 管理室

液体窒素供給場所 から管理室への扉を'ノックして下さい。

・ 共 同利用実験室

夜間用出入 口を利用 して下 さい。

この件に関す るお問い合わせ先:

低 温センター吹田分室

電 話:内 線3965(学 外 からは06-879-7985)

フ ァクシミリ:内 線7986(学 外 からは06-879-7986)

電 子 メ ー ル:liquefie∬@ltc.osaka-u.ac.jp

液 化装置更新に関 しま しては、ODINS(イ ソ ターネ ッ ト)上 に開設 してい るWWWホ ー ムペー ジ

(httpl//www/1tc。osaka-u.ac.jp/suita/liquefier/)に おいて情報提供 を行 ってい ます。最新の詳 し

い情報はこちらをご覧下 ざい。

保 安 組 織 表

低温センターで寒剤液化 ・供給業務を行なっていくにあたっては、高圧ガス取締法により、

以下の保安管理のための組織を設けることが義務づけられています。

吹 田 分 室 豊 中 分 室

保安総括者 鈴 木 腓(工 学部長)櫛 田 孝 司(理 学部長)

〃 代理 濱 口 智 尋(セ ソター長)都 福 仁(副 セソター長)

保安技術管理者 百 瀬 英 毅 租 挾 道 夫

〃 代理 岡 田 東 一 松 尾 隆 祐

保 安 係 鼻 脇 坂 義 美 鷹 岡 貞 夫

代理 牧 山 博 美 石 塚 守

(平成7年10月 現在)
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